
 

宮城県聴覚障害者情報センター 

みみサポ通信 
令和３年３月２５日発行 

４月号（第７５号） 

もしもを「紙」でも備えたい 

緊急・防災用お願いカード 

 緊急時や災害時など、周囲に協力を求め

たいとき、どうしていますか？ もしもの

時に、サッと取り出して“指さし”で伝えら

れる「緊急・防災用お願いカード」ができま

した。 

聴覚障害当事者団

体である、宮城県聴

覚障害者協会とみ

やぎ・せんだい中途

失聴難聴者協会に

協力をいただき、作

成検討委員会を立

ち上げて、話し合いを重ね作成しました。 

携帯電話やスマホが普及してからは、画

面を使って文字のやり取りができるように

なりました。「スマホがあれば大丈夫！」と

いう人がいるかもしれません。しかし、予想

できない緊急事態が発生し電池切れになっ

てしまったり、電話を頼みたくても、電池が

なく、番号を確認できなくなることもあり

ます。作成委員会では「紙」で情報を持ち歩

くことも大切だと考えました。障害者手帳

や財布に折りたたんで入れてもかさばらな

いように、薄手の紙でできています。また、

もしもの時に指さしでコミュニケーション

ができるよう内容を工夫しました。 

備えは「複数」必要です。このカードを備

えのひとつとして活用してください。 

■市町村福祉担当課窓口などでも配架中！ 

 「もう一枚ほしい」ときには、みみサポに

ご連絡ください。近くの福祉担当課窓口で

も配架しています。 

宮城県で緊急事態宣言発令中 
■期間 ３月１８日(木)～４月１１日(日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広がれ 聴覚障害者理解 

事業者向けみみサポセミナー 
 ３月１７日（水）・

１８日（木）に、「事

業者向けみみサ

ポセミナー」を開

催しました。聴覚

障害者が買い物等の応対時に店員とコミュ

ニケーションが取れず困っている状況と、

より良い応対方法を事業者に知っていただ

くために開催したものです。当センターの

施設長から聴覚障害者の聞こえとコミュニ

ケーションの講話の後、聴覚障害者お二人

からご自身の体験を伺いました。「聞こえな

いことが分かっても普通に対応してほしい」

「店員が自分のことを覚えてくれて筆談で

対応してもらえた」「簡単な手話で応対して

もらえるとうれしい」といった話に、参加し

た事業者は熱心にメモを取っていました。

この事業は来年度も継続して実施の予定で

す。 

不要不急の外出はしない 

混雑する時間帯は避ける 

混雑する場所は避ける 

多人数での旅行は中止か延期 
（家族・友人との旅行も控える） 

感染予防対策を徹底する 



 
宮城県聴覚障害者情報センター（みみサポみやぎ） 

〒980-0014 仙台市青葉区本町３丁目1-6 宮城県本町第３分庁舎１階 

電話／022-393-5501 FAX／022-393-5502 

メール／info@mimisuppo-miyagi.org  HP／「みみサポみやぎ」で検索！ 

開館時間／9：30～17：30 休館日／日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3） 

 

｢オンラインの可能性と展望｣ 

盲ろう者向け生活訓練 
 今年度２回目の生活訓練は、３月１２日

（金）、富山盲ろう者友の会の九曜（くよう）

弘次郎氏をお迎えしました。九曜さんは、 

３年くらい前からオンラインを活用されて

いて、この日も遠隔でパソコン通訳を受け

ながら、ご自宅からオンライン会議システ

ムＺｏｏｍ（ズーム）でお話しいただきまし

た。まるで目の前で講演されているような

臨場感で、参加者から「体験を交えた内容で

わかりやすかっ

た」「もっと詳し

く知りたい」な

ど感想がありま

した。 

｢活かそう！聞こえを補う脳の力｣ 

難聴者等生活支援講座 
 ３月１３日（土）、（一社）全日本難聴者・

中途失聴者団体連合会理事の小川光彦氏に、

東京からのオンラインで講師をお願いしま

した。講話では聞こえを補う機器や、「タイ

ポグリセミア」という言葉の紹介もありま

した。「タイポグリセミア」とは、単語の文

字順が変わっ

ても語頭と語

末の文字が正

しければ文章

を理解できる、

脳の力のことです。この力によって、音声認

識アプリでちょっとした誤変換があっても

「聞く」「読む」両方の力を補い理解するこ

とができる、とご自身の経験をもとにお話

しされました。 

まだまだ申込受付中！ 

手話でいきいきセミナー 
  ４月１７日（土）13:30～15:00 

  宮城県聴覚障害者情報センター 研修室 

  「もしもホテル療養と言われたら」 

コロナに感染してホテル療養と指示を受

けた場合、どのように過

ごすことになるのでしょ

うか。また、どのような

準備が必要でしょうか。

感染からの流れを確認

し、ホテル療養時にろう

者でも過ごしやすい方法

を考えます。 

※先着１５名。事前申込が必要です。 

手話通訳者養成講座受講生募集 

県内在住の手話奉仕員、また

は手話の日常会話ができる方、

講座修了後、手話通訳者として

登録し活動する意思のある２０

歳以上の方が対象です。 

募集案内と申込書は市町村福祉担当課の窓

口で入手できるほか、みみサポみやぎのホー

ムページからもダウンロードできます。 

日程令和３年６月～令和４年１０月の主に

土曜日（２年間全８１講座） 

※修了には８割以上の出席が必要 

場所宮城県聴覚障害者情報センター 

費用受講料無料（テキスト代実費） 

選考試験５月２９日（土）9:30～(受付 9:15～） 

 試験内容：読み取り、手話表現、面接 

申込〆切５月１０日（月）１７時必着 

※郵送、メール、ＦＡＸでお申込みください。 


